
毎月第３金曜日は川西市の「人権デー」です！ 

 
 

  
 

 

「村山内閣総理大臣談話（戦後５０周年の終戦記念日にあたって）」は、平成７（1995）年８月１５日に当時の村山富市

首相が閣議決定を経て発表した声明です。日本の植民地支配と侵略を認め、「痛切な反省と心からのお詫び」を表明し

た歴史的な文書で、以降の歴代内閣にも公式見解として引き継がれています。 

　その一部を以下に抜粋し掲載します。「平和」について、考える機会になればと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

〇「杖るは信に如くは莫し」の現代語訳：「頼りとするもとしては、信義（相手を思いやり、約束を守る誠実な心）に勝るものはない」。 
よ しん し な

〇談話における意味：過去の過ちを素直に認め（反省）、アジアをはじめとする世界各国との間で「誠実で信頼し合える関係」を築く 
ことこそが、最も大切で揺るぎない基盤であるという強い誓いを表しています。 

戦争は、国を破壊し、人々から命と平和を奪う最悪の行為であり、いかなる理由があろうと絶対に認められません。 

 過去を振り返り、平和の灯火を未来へと繋ぐために、川西市は今夏も「かわにし人権・平和展」を開催しています。 
詳しくは、裏面をご覧ください。

村山内閣総理大臣の談話「戦後５０周年の終戦記念日にあたって」をご存じですか
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　「平和」について考えてみましょう。

特設人権相談　（予約優先・無料） 
 

★７月１７日（金） 
★８月２１日（金） 
★９月１８日（金） 

 
時間は全て午後１時〜４時 
市役所で人権擁護委員が相談をお受けします。 
 
◇問い合わせ・予約 

　  人権推進多文化共生課　　TEL 740-1150

総合センター　　（予約不要・無料）　　 

人権ＤＶＤ上映会～みらいへ～ 

★７月１５日（水）（①1５時３０分　〜）　平和問題 
作品：「消えさらぬ傷あと　火の海・大阪」アニメ　（20 分） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 階　体育室 

★７月１７日（金）（①10 時〜　②13 時〜　③16 時〜）　平和問題 
作品：「もうひとつの沖縄戦記 

～あのときそんなこどもたちがいた～」 （30 分） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 階　視聴覚室 

◇問い合わせ　　総合センター　　TEL 758-8398

裏面は「かわにし人権・平和展」の案内です。

村山内閣総理大臣の談話（抜粋） 

いま、戦後５０周年の節目に当たり、われわれが銘記すべきことは、来し方を訪ねて歴史の教訓に学び、未来

を望んで、人類社会の平和と繁栄への道を誤らないことであります。 

　わが国は、遠くない過去の一時期、国策を誤り、戦争への道を歩んで国民を存亡の危機に陥れ、植民地支配

と侵略によって、多くの国々、とりわけアジア諸国の人々に対して多大の損害と苦痛を与えました。私は、未来

に誤ち無からしめんとするが故に、疑うべくもないこの歴史の事実を謙虚に受け止め、ここにあらためて痛切

な反省の意を表し、心からのお詫びの気持ちを表明いたします。また、この歴史がもたらした内外すべての犠

牲者に深い哀悼の念を捧げます。 

　敗戦の日から５０周年を迎えた今日、わが国は、深い反省に立ち、独善的なナショナリズムを排し、責任ある

国際社会の一員として国際協調を促進し、それを通じて、平和の理念と民主主義とを押し広めていかなければ

なりません。同時に、わが国は、唯一の被爆国としての体験を踏まえて、核兵器の究極の廃絶を目指し、核不拡

散体制の強化など、国際的な軍縮を積極的に推進していくことが肝要であります。これこそ、過去に対するつ

ぐないとなり、犠牲となられた方々の御霊を鎮めるゆえんとなると、私は信じております。 

　「杖るは信に如くは莫し」と申します。この記念すべき時に当たり、信義を施政の根幹とすることを内外に表
よ し ん し な

明し、私の誓いの言葉といたします。　　　　　　　　　　　　　（出典：外務省の公式ウエブサイト）　　※ルビは人権推進多文化共生課



■その他、「戦争と平和の本コーナー」なども行っています。（中央図書館、総合センター、市役所） 
　　催しはすべて無料です。　　　【問い合わせ先　　市役所・人権推進多文化共生課　　☎072-740-1150】

 
◆７月２６日（日） １０：００～１１：３０ 

    （開場９：３０） 
◆アステ市民プラザ　ルーム１（アステ川西６階） 
 

「芦屋市原爆被害者の会」 

会長　千葉孝子さんの講演会  
 
◆演題「被爆者として生きてきて今」 
 

共催　川西ユネスコ協会  

 
 

「被爆体験証言者と高校生との共同制作による原爆の絵」展　 

 ●７月１３日（月） ～  ２１日（火）　 【総合センター】　（日曜は除く。21 日（火）は 14:00 まで。）　

 ●７月２３日（木） 〜 ７月２９日（水） 【明峰・緑台・東谷・けやき坂】公民館ロビー　 ※日曜は除く

 ●７月３１日（金） ～ ８月 ６日（木） 【川西南・多田・清和台・北陵】公民館ロビー ※日曜は除く

 ●７月２３日（木） ～ ７月２９日（水） 【川西公民館】ロビー

 ●８月 １日（土） ～ ８月　９日（日） 【中央図書館】 ※火曜は除く

 ●７月　１日（水） ～ ８月３１日（月） 【川西市役所 1階市民ギャラリー】 ※土・日は除く

 

◎「おばあちゃんは認知症　～お兄ちゃんからの手紙～」 （アニメ 15 分） 

 

◎「私はシベリヤの捕虜だった」 （８６分）　　　■8 月 10 日（月）　14:00〜  中央図書館 

◎「父と暮せば」 （９９分）　　　■8 月２２日（土）　①10:00  ②1４:00　　 総合センター

 ■7月２２日（水） １３:00 北陵公民館 ■7月２３日（木） 1５:１５ 川西南公民館 ■7月２４日（金） 1３:00 けやき坂公民館

 ■7月２7日（月） 14:00 多田公民館 ■7月２８日（火） 1３:３0 清和台公民館 ■7月２９日（水） 1４:０0 東谷公民館

 ■７月３０日（木） 1４:００ 明峰公民館 ■７月３１日（金） 1０:３０ 川西公民館 ■７月 ３１日（金） 14:00 緑台公民館

                                                                                   

  川西市では、戦争や核兵器のない平和な世界を築くことを願い、平成元（1989）年に『非核平和都市宣言』を、平成３（1991）年には、
すべての人々の人権が尊ばれる社会の実現をめざし、『人権擁護都市宣言』を行いました。 
　 しかしながら、世界を見渡せば、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化、イスラエルによるパレスチナ自治区ガザ地区への攻撃など、戦争に 
よる犠牲者が絶えない状況です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

今こそ、平和や人権の大切さについて気づき、考え、伝えることが大切です。 
今年も「第３４回かわにし人権・平和展 202６」を開催します。

 
各公民館、総合センター、市役所１階市民ギャラリーなど 

にりんどう色の折り紙を置いています。 
８月６日に、「かわにし折り鶴平和大使」が広島の平和記

念公園にある原爆の子の像へ捧げます。平和への祈りを込
めて、みなさんもぜひ折り鶴を折ってみてください。 
 
　◆　７月１日（水）～２４日（金）　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※総合センターは２１日（火）１４：００まで 
※ご自宅などで折られた「折り鶴」も人権推進多文化共生課へお寄

せください。ただし、できる限り、25 羽ずつタコ糸などで束ねてくださ

いますようお願いします。　（７月２４日まで）

「折り鶴」コーナー

ポスター・パネル展

平和ビデオ上映会

　　主催：　川西市　　　　協力：　広島平和記念資料館　・　川西ユネスコ協会 

8 月 6日（広島原爆の日）、8月 9日（長崎原爆の日）、8月 15 日（終戦の日）は、黙とうを捧げましょう！

「平和学習会」

 

第３４回　かわにし人権・平和展


